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目
指
そ
う
！
ご
み
の
な
い
ま
ち

「
美
し

い
ふ

る
さ
と
づ

く
り
運
動
」
と
「
江

戸
川

ク
リ
ー
ン
大
作

戦
」

を
同

時
に

実
施

す
る

、
春
の
市

民
ぐ

る
み
で

ク
リ

ー
ン

デ
ー
が
５

月
3
0

日
日

に
行
わ
れ
ま

す
。

美
し
い
ふ

る
さ
と

づ
く
り
運

動
は

皆
さ
ん

の
周

り
の
公

園

・
道
路

な

ど

を
、
江

戸
川

ク
リ

ー
ン

大
作

戦
は
江

戸
川

河
川

敷
を

一
斉
に

清
掃

す

る
も
の
で
す

。

美
し
い

街
づ

く
り
の

た
め

、
皆

さ
ん
の

ご
参
加

と
ご

協
力

を
お
願
い

し

ま
す
。

(昨年の江戸川クリーン大作戦)子どもたちもご み袋を 手に参加し ました

日
時
…
５
月
3
0
日
㈲
〔
雨
天
の
場
合

は
６
月

６

囗

㈲
〕
の
午

前
中

の

一
時

間
程
度

※
町
(
自
治
）
会
に
よ
っ
て
は
、
日
時

が
異
な
る
場

合
が
あ
げ
ま

す

の
で
、

確
認
し
て
か
ら
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

清
掃
範
囲
…
町
内
会
の
公
園
・
道
路

な
ど

の
公

共

ス

ペ
ー
ス

や
家

の
周
辺

※
ご
み
は
「
燃
や
せ
る
ご
み
」
「
燃
や

せ
な
い
ご
み
」
「
資
源
ご
み
」
に
分

別
し

て
く

だ
さ

い
。

※
家

庭
か
ら

の

ご
み
は
出

さ
な

い
で

く

だ
さ

い
。

醫

環
境
部

業
務
課

第

一
係

昔

莇
・
７

江

戸

川

ク

リ

ー

ン

大

作

戦

河

川

美

化

運

動

の

一

環

と

し

て

江

戸

川

沿

岸

の

市

町

の

皆

さ

ん

が

協

力

し

て

、

河

川

敷

の

清

掃

を

行

い

ま

す

。

日
時
…
５
月
3
0
囗
㈲
〔
雨
天
の
場
合

は
６
月

６
日

㈲
〕
壬

圜
９
時
～
1
0
時

清
掃
範
囲
…
江
戸
川
河
川
敷

集
合
場
所
：
下
図
の
Ａ
地
点
（
矢
切

の

渡

し

乗

船

場

前

）
、

Ｂ

地

点
（
市

立

中

部

小

学

校

先

江

戸

川

土
手

）
、

Ｃ

地

点
（
三

郷

有

料

橋
下

）
、
Ｄ

地

点
（
松

戸

排
水
機

場
前

）

黯

環

境
部

計
画
課

管
理
係

登
3
6
6
・
７

江戸川クリーン大作戦・コスモスの種まき　案内図
あなたの手で
コスモスの花を咲かせよう

◇ 女 性 の 学 習 と保 育 を 考 え る◇

回 月 日 内 容 講 師

１ 5/27 木)
オリエンテーション・自己紹介

保育ボランティア養成講座とは

立教大学講師・長谷幸江氏

女性センター職員

２ 6/ 3 ㈲ 一時保育の実践活動から
一時保育コーディネーター

中里え み子氏ほか

３ 17 休）

女性の学習と保育を考える 立教大学講師・長谷幸江氏４ 7/ 1 困

５ 15 ≪

６ 9/ 2 ㈲ 「こども育成計画」について 保育課職員

ワ 16 ㈲ ジェンダーフリー保育とは 女性センター職員

８ 10/ 7 休）
・子どもにとって保育とは

・女性の学習を支援する

・自分育ての場とし ての保育活動

※9/18 フォーラム家庭教育（国立婦人教

育会館）に参加

(グループ の話し 合い)

立教大学講師 ・長谷幸江氏

一時保育コーディネーター９ 21(木)

10 11/ 初旬 一時保育実践活動見学

１１ 18 休）
一時保育自主グループづ＜リを目指して

～フ ォローアップ講座の日程作成～

(話し合いとプランづくリ)

女性センター職員

一時保育ボランティア養成講座

小さい子どもを持った母親が、講座等に参加するときに、子ども

を保育するボランティアの養成講座です。

母親も子どももそれぞれが自立していくことを、女性学の視点で

支援していくための学習を行います。

日時 …5月2「ｱ日～11 月までの第1 ・3木曜

日 、午前10 時～ 正午

会場 …女性 セン タ ーゆう まつど

講師 …立 教大学講師 ・長 谷幸江氏 ほか

対象 …全回参加できて講座終了 後､ 保育ボ

ラン ティアとして活動 できる 女性

定 員…先着30 人

費用 …無料

※保育 あリ

圃電話 または直 接 、女性 セン ター ゆう ま

つど 登364-8ﾜﾜ8 へ

保
育
活
動
を
し
て
い
る
講
座
卒
業
生

▼
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
▲

江
戸
川
河
川
敷
を
ピ
ン
ク
一
色
に
染
め
た
レ
ン
グ

の
花
も
咲
き
終
わ
り
、
い
よ
い
よ
秋
の
コ
ス
モ
ス
畑

づ
く
り
の
第
一
歩
と
な
る
コ
ス
モ
ス
の
種
ま
き
を
、

江
戸
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
終
了
後
に
行
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

一緒に種 まきをし ませんか

日

時
・
：
５
月

匐
囗
㈲

〔
雨

天

の

場

合

は

６

月

６

日

㈲
〕
午
前
1
0
時

か
ら

場
所
：
Ｃ
集
合
地
点
(
三

郷
有

料
橋
下

。
案
内

図
参

照
）

肩
川
を
き
れ
い
に
す
る
課

昔
莇

・
１

１
［
ａ
ｎ
乙

5/30( 日)

5/

15

春
の
市
民
ぐ
る
み
で
ク
リ
ー
ン
デ
ー

美
し
い

ふ
る
さ
と
づ
く
り
運
動

関
東
周
辺
の
一
都
十
県
で
、
空

き
缶
拾
い
な
ど
、
散
乱
ご
み
の
一

斉
清
掃
を
行
い
ま
す
。



※身近な情報をお寄せください。

子
ど
も
た
ち
の
無
病
息
災
を
祈
り

北
小
金
に
稚
児
行
列
が
元
気
よ
く

北
小

金
駅
前
を
仲
良

く
手
を
つ

な
い
で

歩
く
子

ど
も
た
ち

催

し

物

松

戸
こ

ど

も

劇

場

「

わ
く

わ
く

さ
ん
と
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！
」

６
月
1
6日
水
午
後
３
時
～
３
時
5
0

分
会
場
小
金
市
民
セ
ン
タ
ー
内

容
幼
児
向
け
工
作

対
象
親
子
で
参

加
で
き
る
人
　
費
用
千
七
百
円
（
親

子
で
）

鵞
松
戸
こ
ど
も
劇
場
・
兼
松

昔
誣
・

9
1
5
4
　（
昼
間
の
み
）

４
月
2
5
日

北
小
金

駅
前

を
華

や
か

な
飾
り
を
付
け
て
、
子
ど
も
た
ち
が

練
り
歩
き
ま
し
た
。

こ

れ
は
、
小

金

に
あ

る
東

漸
寺

の

お
ま

つ
り
で
行

わ

れ
る
稚

児
行

列
で

す
。
参

列
者

は
三

歳
～
七

歳
児

で
、

東

漸
寺

幼
稚

園
の

園
児

や
地
域

の
子

ど
も
た

ち

。

東
漸

寺
幼

稚
園

園
長

の
鈴
木

在
定

さ
ん

は
、「
こ

の
行

事
は

、
行
列

に
参

加

し
た

子
ど

も
た

ち

の
無

病

息
災
を

祈
る
も

の
で

、
江
戸

時
代

か
ら
行

わ

れ
て

い
ま
す

。
子

ど
も

た
ち

は
、

は

し

ゃ
ぎ
た

い
気

持

ち
を
最

後
ま

で
抑

え

、
よ

く
頑
張

り

ま
し

た
ね
」

と
話

し

て

い
ま
し

た
。

会

員

募

集

※
都
合
に
よ
り
会
場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

小

金

原

美

容

体

操

サ

ー

ク
ル

毎
週
①
火
曜
日
②
木
曜
日
、
各
午

前
９
時
3
0
分
～
1
1
時
会
場
小
金
原

体
育
館
　
内
容
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
と

健
康
体
操
　
費
用
月
千
五
百
円
（
入

会
金
千
円
）

醫
長
岡

昔
3
4
3
・
5
7
4
3

（
夜
間
の

み
）

5月22日仕

三
十
周
年

小
金
原
誕
生
の
記
念
式
典

小

金

原
地

域
の

造
成

（
昭
和

む
一
年

）

心の結びつきが最大の防御

中和倉町会の合同防災訓練

小
金
原
は
三
十
年
前
、
金
ケ
作
・

栗
ケ
沢
・
小
金
・
根
本
内
・
久
保
平

賀

・
ハ

ケ
崎

の
一
部

が
合

併
し

て

生
し

た
地

名
で
す

。

公

団
住

宅
に
第

一
次
入

居

が
開
始

さ

れ
た

の
が
昭
和
4
4
年

５
月
1
5
日
で

し
た

。
入

居
以
前

は
約

六
百

世
帯
ほ

ど

で
し
た

が
、
現

在

は
約
一
万

二
千

世
帯

が
暮

ら
し

て

い
ま

す

。

松

戸
市

は
、

常
盤
平

・
小

金
原

・

新
松

戸

・
牧

の
原
と
団

地
群

が
で

き

る
た

び
に
地
域

の
人
目
も
増
え

続
け
、

周

辺
の
生

活
環

境

・
教
育
環

境
も
充

中和倉の第一・二

・三町会では、4月
18日に町内会合同

防災訓練を中和倉公

園で行いました。

当日は約150人が

集まり、八ヶ崎消防

署の指導のもと防災

小

金
原

エ

ア

ロ

ビ

ク
ス

サ

ー
ク

ル
毎
週
水
曜
日
午
前
９
時
1
5
分
～
1
1

時
会
場
小
金
原
体
育
館
費
用
月

二
千
二
百
円
（
入
会
金
千
円
）

醍
中
原
音
3
4
1
・
3
7
9
8

ア

ー
テ

ン

ポ

（
ジ

ャ

ズ

ー
バ
レ

エ

）毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

会
場
小
金
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用
一

回

二
百
円

（
入
会
金
な
し
）

醫
下
久
保

音
匐
・
9
9
8
3

み

さ
き

社

交

ダ

ン

ス
研

究

会

毎
週
土
曜
日
、
初
級
＝
午
後
４
時

～
６
時
、
中
級
＝
午
後
７
時
～
９
時

会
場
八
ヶ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
費
用

月
三
千
円

（
入
会
金
三
千
円
）

圜
本
沢
昔
朏
・
4
6
6
2

小

金
原

社

交

ダ

ン

ス
サ

ー
ク

ル

毎
週
水
曜
日
午
後
７
時
～
９
時

会
場
小

金
原
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象

中
級
程
度
（
男
性
歓
迎
）
　
費
用
月

三
千
円

（
入
会
金
な
し
）

問
鈴
木

昔
匐
・
2
7
3
5

実
し

て
き

ま
し

た
。

小

金
原

連
合
町

会
で

は
、
小

金
原

誕
生
三

十
周

年
記

念
行

事
実
行

委

員

会
を

組
織
し

て
記

念
式

典
を
小

金
原

中

臾
商
店

街
広
場

（
雨
天

の
場

合

は

小

金
原
体
育

館
）

で
５

月
2
2日

出

に

行

い
ま
す

。
午

後
２

時
～
４

時

に
は
、

さ

ん
さ

ん
音
頭

・
阿
波

踊
り

や
写

具

で

つ
づ

る
小

金

原
の
歴

史
展

等
を
行

い
ま
す

の
で
、
多

く

の
皆

さ
ん
の
参

加
を

お
待

ち
し

て

い
ま
す

。

ま
た
、

今
年

を
三
十

周
年

記
念

の

年
と

し
て

、
夏

祭
り

・
お
月
見

・
ふ

れ

あ

い
文
化

祭

な
ど

さ
ま

ざ
ま
な
行

事
を

予

足
し

て

い
ま
す

。

醫

小

金
原

連
合
町

会
（
小

金
原

市
民

セ
ン
タ
ー
内
）
　
高
橋
昔
3
4
8
・
７
１

Ｉ

［

ａ

さくら通り の閑静な住宅街(現
在の小金原)

雅
ダ

ン

ス

サ

ー
ク

ル

（
社

交

ダ

ン

ス

）

毎
月
第
一
・
三
・
四
月
曜
日
午
後

７
時
～
９
時

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン

タ
ー
　
費
用
月
三
千
円
（
入
会
金
千

円
）

醫
佐
藤
音
3
4
2
・
7
7
7
9

舞
夢

Ｍ

Ｋ

社

交

ダ
ン

ス
サ

ー
ク

ル
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時
～
３
時

会
場
ハ

ケ
崎
市
民
セ
ン
タ
ー
　
対
象

初
心
者
・
初
級
者

費
用
月
千
五
百

円

（
入
会
金
な
し
）

醫
清
水
音
匐
・
6
7
1
3

舞
夢

馬

橋

社

交

ダ
ン

ス
サ

ー
ク

ル
毎
週
月
曜
日
午
後
１
時
～
３
時
3
0

分

会
場
馬
橋
市
民
セ
ン
タ
ー

対

象
初
級
者
費
用
月
千
五
百
円
（
入

会
金
な
し
）

類
大
石

音
3
4
2
・
2
4
7
6

音楽の広場（合唱講座）

5月18日㈹午後1時30分～3時30分　会場

市民劇場　費用2,700円（テキスト代）

圉当日会場で

圃矢切公民館S368-1214

平 成12 年 の 宮 中 歌 会 始 め 作 品 募 集

お題｢ 時｣ を読 み 込 ん だ短 歌 を募集

要項 ① 一人一 首(未発表 の ものに限 る) ②

習字用半紙 を横長に毛筆書 き(半紙 を二つ

折りに して、右半分に短歌一首、左 半分に

郵便 番号・住 所・氏 名・ 生年月 日・職業

(例｢ 無職｣｢ 主婦｣ 等) を記 入) ③代 筆は

不可。 ただし、病 気等で止 むを得ない場合

はその理由・代筆者の氏名・住所を別紙 に

記載

[固]9月20日㈲ までに郵便で、問い合 わせ内

容と返信用封筒( 切手 を張り、郵便 番号・

住所 ・氏名 を記 入) を同 封 して 、〒100-

8111宮内庁式部職へ

惠9 月30日困 〔消印有効〕までに、封筒 に

｢詠進歌｣ と記入 して、〒100-8111 宮 内庁

へ

危 険 物 取 扱 者 保 安 講 習( 義 務 講 習)

7月８日困 ①午前9時50 分～午 後o時50 分

(給油取扱所 勤務者) 、②午 後1時40 分～4

時40分(給油取扱所勤 務者以 外)　 会場野

田市文化会 館　対 象① 危 険物取扱 作業 に

従事 している 人で免状 交付 の日 または講

習を受けた日 から3年 を経過しよう とする

人②免状所持者 で希望 する人　費 用4,700

円( 県収 入証紙で)

圃5 月31 日(月)～6 月４日廊の間に 、受講申請

書( 消防局 ・各消防署 で配布) ・免状 ・県

収入証紙( 市役所内銀行 ・東葛飾支庁 ・警

察署で販 売)を持 って市危険物安全協会(消

防局内) へ

[固市消防局予防課S363-1111 内線207

ミ ニ リ サ イ クル プ ラ ザ 「フ リ ーマ ー

ケ ッ ト」 出店 者 を 募 集

６月６日 午 前10 時～ 午後3 時 〔雨 天決

行〕 会場ミニリサイ クルプラザ内　募集

店舗35店　費用1階1,500円・2階1,000円

※5月30 日（日）午 後1時 から参加抽 選会 ・説

明会 を行います。

匝］5月25 日㈹〔必着〕 までに、ハガキに住

所 ・氏名 ・電話 番号 ・出店希望 を記 入し

て、〒271  -0054松戸市 中根長津 町247 の1

ミニリ サイクルプラザ （登368-5371) へ

小さな島の大きな旅情

①6月25日銜～27
日日 〔2泊3 日〕 ②

6月25日銜～28 日㈲

〔3泊4 日〕　行き先

式根島　出 発地6月

25 日㈲午後9時竹芝

客船タ ーミナル　費 用①19,800円②26,000

円 （各往復船代 ・宿泊 費を含 む）

翔］松 戸工業 連合会 文化活 動協 力会・上 野

S363-4374  (土・ 日曜 日 を除 く午後1 時

～5時）

愛の献血( 松戸・松戸西・松戸東・

松戸中央ロータリークラブ)

5月20日困午前

１０時～午後4 時

会場伊勢丹松戸

店前

食生活講座 〔全4回〕

日 時 内 容

6/1W
午前10時～

午後1時30分

(22日㈹は正午

まで)

健康と食生活(お話)、スピード料理(実習)

8㈲ 家族そろって生活就活病を予防しよう(お話)、野菜をいっぱい食べよう(実習)

15(火) 成長期のための食生活(お言舌)、カルシウムを上手にとろう(実習)

22 灰） 健康づ<リと運動・休養について(お話)、手軽にできるヨガ(実習)

嚮健康課検診係0366-7487

会場小金保健福祉センター　対象本 講座 を初 めて受ける人　定 員先着30 人　費 用無料

匝麾 話で小金保健福祉センターS346-5601 へ

リーダーと婦人消防隊を中心に、煙道体験・救出訓練・

大声大会・バケツリレー・第8消防団によるポンプ車の

初期消火・起震車体験・三角巾縛り・家庭用消火器の使

い方・天ぷら油火災の初期消火等さまざまな訓練が行わ

れ、参加者も真剣そのもの。

「いざという時には、町会の皆さんが助け合って対処

していきましょう」と恩田忠治当番会長も皆さんに呼び

かけていました。

初期消火は、慌てず焦らず正確に

馬橋

発

小金 小金

原
馬橋支所

版

･小 金支 所

,小金原支所

馬橋支所



※身近な情報をお寄せください。

大
き
な
タ
ケ
ノ
コ
に
大
喜
び

４
月
2
1
日
北
部
小
学
校
の
五
年
生

（
九
十

人
）
が
、
紙
敷

に
あ

る
三
千
平

方
㍍
の
竹
林
に
招
待
さ
れ
ま
し
た
。

催

し

物

一抱えもあるタケノコを掘り当てて大喜びする児童
たち

グ
ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル
フ

教
室

５
月
2
3日
収
午
前
９
時
～
正
午

会
場
常
盤
平
第
一
小
学
校
校
庭
　
費

用
無
料

惠
当
日
会
場
で

醫
体
育
指
導
委
員
・
宍
戸

昔
沺
・
８

４
１
5

児
童
た
ち
は
木
漏
れ
日
が
差
す
竹

林
の
中
に
入
る
と
落
ち
葉
を
か
き
分

け
て
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
か
ら
顔
を
出

し
て
い
る
タ
ケ
ノ
コ
を
傷
つ
け
な
い

よ
う
に
と
、
ス
コ

ッ
プ
で
慎
重
に
掘

り
起
こ
し
て
い
ま
し
た
。

タ
ケ
ノ
コ
を
掘
る
た
び
に
、
児
童

た
ち
は
そ
の
大
き
さ
に
驚
き
の
歓
声

を
上
げ
て

い
ま
し
た
。

今
年
で
二
回
目
に
な
っ
た
タ
ケ
ノ

コ
掘
り
は
、
子
ど
も
た
ち
が
自
然
に

親
し
み
、
収
穫
の
体
験
と
感
動
を
味

わ
っ
て
も
ら
お
う
と
実
施
。

ま
た
、
こ
の
竹

林
は
、
昨
年
斎
藤

ト
シ
さ
ん
か
ら
、
茅
葺
き
屋
根
の
家

屋
と
庭
園

二
竹
林
等
の
維
持
を
目
的

に
市
へ
寄
贈
さ
れ
た
も
の
で
す
。

松
戸
こ
ど
も
劇
場
「
ピ
ー
タ
ー

パ

ン

の

大

冒

険

」

６
月
1
3
日

㈲
午
前
1
0一
時
3
0
分

～
1
1

時
3
0
分

会

場
東
部
市

民

セ
ン

タ
ー

内
容

エ

ツ
コ
ワ

ー
ル

ド
に

よ
る
舞

台

ご
と
動

く
抱

腹
絶
倒

の
人
形

劇

費

用
小

学

生
以
上
千

円

（
幼

稚
園
児

九

百
円

・
未

就
園

児
無

料
）

醫

松
戸

子
ど

も
劇
場

・
兼

松

昔
誣

・

9
1
5
4
　
（
昼

間

の
み
）

心豊かな老後のためのﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 活動
｢つばさの会｣ はお互いに助け合い、

よい老後を過ごせる仲間作りを目的と

して発足しました。

仲間は50歳代前後の女性約20人。せ

つか＜老後を考える仲間が集まったの

だからと、松寿園・マーシーヒル等の

特別養護老人ホームのお手伝いを始め

てすでに3年になります。

あなたも、高齢者と楽しく過ごして

みませんか。また、これからは地域高

齢者の通院介護も考えています。

[圜つぱさの会・黛昔3汐卜1 ∠|∠F5

お年寄りとの楽しい会話は人生

を豊かにしてくれます

ソ

フ

ト

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

教

室

５
月
2
3日
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
六
実
第
三
小
学
校
体
育
館
　
費

用
百
円
（
保
険
料
）

匣
当
日
会
場
で

醫
体
育
指
導
委
員
・
谷
畑

容
茹
・
０

グ

ラ

ウ

ン

ド

ー
ゴ

ル

フ

教

室

５
月
2
3日

㈲
１

圜
９

時
～
正

午

会
場
六
高
台
ス
ポ
ー
ツ
広
場
　
費
用

百
円

（
保
険

料
）

匣
当

日
会

場

で

醫

体
育

指
導
委

員

・
谷
畑

登
茹

・
０

軽

ス

ポ

ー

ツ

初

心

者

教

室

５
月
1
5日

～

６
月
1
9
日

の
毎
週

土

曜
日

〔
全

六
回
〕

午
後

７
時

～
９

時

会
場
小

金
原

体
育

館

（
５
月
2
2
日
出

の
み
根
木
内
小
学
校
体
育
館
）
　
内

容

フ
ァ
ミ

リ

ー
バ
ド
ミ

ン
ト

ン
、

ラ

ー
ジ
ボ

ー
ル
卓

球
、

ソ
フ
ト

バ
レ

ー

ボ
ー
ル
　
対
象
小
学
校
高
学
年
以
上

費
用
無
料

圉
当

日
会

場

で

醫

体
育

指
導

営

貝
・
日

江

井

容
3
4
2
・

健
や
か
に
育
つ
て
と

こ
い
の
ぼ
り
に
願
い
を
込
め
て

常
盤
平
に
あ
る
パ
ン
ダ
保
育
所
で
は
子
ど

も
た
ち
が
健
や
か
に
育
っ
て
欲
し
い
と
、
こ

ど
も
の
日
に
ち
な
ん
で
、
二
歳
以
上
の
園
児

全
員
で
こ
い
の
ぽ
ぴ
を
作
り
ま
し
た
。
手
作

り
の
こ

い
の
ぼ
り
は
園
内
に
上
げ
ら
れ
、
そ

みんなで作ったこいのぼり 、高く上げ ましょうね

フ

ァ
ミ

リ

ー
バ

ド
ミ

ン

ト

ン

教

室
５
月
2
3日
㈲
午
前
９
時
～
正
午

会
場
六
実
第
三
小
学
校
体
育
館
　
費

用
百
円
（
保
険
料
）

匣
当
日
会
場
で

醫
体
育
指
導
奮

貝
・
谷
畑
昔
胚
・
０

家

庭

婦
人

ク

ラ

ス

別

ダ
ブ

ル

ス

テ

ニ

ス
大

会

６
月
９
日
水
・
1
6日
水
（
予
備
日

1
8日
窗
）
午
前
９
時
か
ら
　
会
場
栗

ヶ
沢
公
園
庭
球
場
対
象
市
内
在
住

・
在

ク
ラ

ブ

・
家

庭

婦
人

テ
ニ

ス
協

会
加

盟

の
ク
ラ

ブ
員

費

用
一
人
千

五
百
円
（
ク

ラ

ブ
員

一
人

千
円

）

惠

５
月
2
3日

㈲

〔
必
着

〕

ハ
ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

在
籍
ク
ラ
ブ
名
・
希
望
ク
ラ
ス
（
S
A

・
Ａ

・
Ｂ

・
Ｃ
）
を
記
入

し
て

、

〒

万一－
0
0
2
1

松

戸
市
小

金

原
二

の

二
〇

の
二
四

松
戸
市

家
庭
婦
人

テ
ニ

ス
協

会

・
飯

島
徳
子

（

容
錮
・
3
2

3
2

）
　へ

の
下

で
み

ん
な

で
体

操
を

す

る
の

が
恒
例

で
す

。

今
年
は
５
月
６
日
に
約

百
五

十
人

の
園
児

が
元

気

よ
ぐ

体
操

を
し

ま
し

た
。

み

ん
な

の
願

い
が
通

じ
た

の
か
天
候
に

も
恵
ま
れ
て
、

無
邪

気
に

体
操

を
す

る
子

ど
も

た
ち

は
楽
し

そ
う

。

三

時

の
お

や
つ
に

出
た

ち

ま
き
も

、

お

い
し

そ
う

に
食

べ
て

い
ま
し

た

。

会

員

募

集

都
合
に
よ
り
会

場
等
は
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す

牧

の

原
硬

式
テ

ニ
ス

ク

ラ

ブ

毎
週
①
月
・
金
曜
日
午
後
１
時
～

５
時
②
火
・
木
曜
日
午
前
９
時
～
1
1

時

会
場
金
ケ
作
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー

ト
費
用
各
年
一
万
円
（
入
会
金
五

千
円
）

醫
伊
藤

登
3
8
8
・
0
5
0
9

白

鷺

ク
ラ

ブ

（
六
人

制

バ

レ

ー

ボ

ー
ル

）

毎
週
①
水
曜
日
②
王

曜
日
、
各
午

後
７
時
～
９
時
会
場
①
牧
野
原
小

学
校
②
常
盤
平
中
学
校
費
用
年
三

千
円

（
入
会
金
五
百
円
）

圜
池
田

昔
誣
・
9
2
8
1

（
午
後
８

時
以
降
）

和

太

鼓

ク
ラ

ブ
和

鼓

一
童

毎
週
日
曜
日
午
後
５
時
～
７
時

会
場
常
盤
平
体
育
館

内
容
和
太
鼓

演
奏
・
民
舞
・
祭
り
囃
子
費
用
月

二
千
円
（
入
会
金
な
し
）

醫
飯
沼

昔
誣
・
2
0
2
4

国 民 健 康 保 険 の 加 入届 を お 忘 れ な く

国民健康 保険 は、私 たち が病 気 やけが

をした ときに備 え、 日ごろ からお金 を出

し合っ て万 一の ときの 医療費 に充 てよう

とい う、助け合いの制度です。

わが国では、「国民皆保 険制度」とい わ

れるよ うに、私 た ちは皆い ず れかの 公的

医療保険に加入することになってい ます。

や わ ら 木 苑 祭 り で 大 バ ザ ー

5月30 日（日）午前11 時 ～午後3 時 会場 特

別 養護老人 ホ ームや わら木 苑 （五香駅 東

口 から新京 成バ ス「小新 山」行 き または

「柏陵高校」 行きで新栄町入口下車 ）　内

容バザー・歌・踊り ・太鼓・模擬店

※品物の提供もお願い します。

［間］や わら木苑53386-0213

国民健康保険は、職

場の健康保険に加入し

ている人や生活保護を

受けている人を除く、

すべての人が加入者と

なります。

加 入の 届け出 は、加 入の事 実が生 じた

ときから14 日以 内に 行うよ う義務づ けら

れてい ます。届 け出が遅 れる と、保険証

がない ため医療 費を全 額自己負 担し なけ

ればな らなく なったり 、保 険料 をさ かの

ぼって納めなけ ればならなく なり ます。

まだ、加入の届け出 をしてい ない人は、

至急手続きをしてください。

[圜国民健康保 険課資格給付係S366-7353

平 成11 年 度｢ さ わ や か ハ ー ト ち ば ク

ル ー ズ セ ミ ナ ー｣ の 研 修 生 を募 集

事 前研修7 月10 日(七～11 日(日)〔1泊2 日〕

と8 月8日岫 本研修9 月3日淦卜11 日出｢8

体 験 教 室｢ 縄 文 時 代 の 布 を つ く る｣

6月５日出･６日日･12 日出･19 日出･26 日出

〔全5 回〕午前10時～午後4時　会場市立博物

館　内容 原料 カラムシ(植物)の繊維 から縄

文時代の布｢アンギン｣をつ くる　講師市立

博物館学芸員　定員12人(抽選) 費用無料

※5 月22日倒 からワールドラ イフ写 真展 開

催( 詳細 は広報まつど5月25日号に掲載)

圉5 月28日廊 〔必着〕 までに 、往復 ハガキ

に住所 ・氏名 ・電話 番号 を記入 して、 〒

270-2252 松戸市子駄堀671 市立博物館｢ 縄

文時代の布をつ くる｣ 係(S384-8272) へ

幼 児 の 腎 炎 ・ ネ フ ロ ー ゼ 検 査

対象平 成5年4 月２日 から7年4 月１日生 ま

れの 幼児 （市内認可 幼稚 園・保 育所に 通

園 してい る幼児 は申 し込 み不要 ）　費用

無料

圉6 月９日困〔必着〕までに、ハガキに住所・

保護者と幼児の氏名 ・生年 月日・性別・

電話番号を記 入して〒271-8588 松戸市竹

ケ花74の3松戸市中央保 健福祉 センター内

健康諜険診 係(H366-7487) へ

女 性 人 材 養 成 セ ミ ナ ー 「政 策 決 定 参

画 へ の ス テ ッ プ 」 講 座

行政 の仕組 みや ＮＰＯ等 につい て理解

を深 め、女性 問題の 視点 に立 ち、政 策決

定の場 に参画 で きる女性人 材 を養成 し ま

す。

6月８日（火）・18 日銜・30 日収 （日程 は変

更に なる場合 があ りま す）　 対象 県内在

住 ・在 勤の女 性　定 員各30 人（抽 選） 費

用 無料

圃5 月30 日（日）までに、電話 またはハガ キに

住 所 ・氏 名 ・電話番 号・講 座名 を記入 し

て、〒277-0082 柏市柏 の葉4 の3の1 さわ

やかちば県民プラザ内県女性センタ ー（容

0471 -40-8602) へ

松 戸 市 高 等 学 校 入 学 資 金 貸 付 等 選 考

委 員 会 会 議 を 開 催

5月25 日収）午前10時 から　会場市役所市

民サロ ン（新館5階）

※傍聴 でき ます。議 案 はお 問い合 わ せく

ださい。

圃 援護課S366-7347

泊9 日〕　 事後 研 修11 月

28 日（日） 派遣 先中華 人民

共和 国 （上海） 資格20

歳～35 歳（県内在住･ 在学･ 在勤の人） 内

容中 国への 洋上航 海を通 して、 姉妹都 市

（上海）との友好親善 の推進を図る　定 員

220 人　費用8 万円

圉5 月28 日廊までに 、電話 で県教育庁生 涯

学習 部社会 教育課 さ わやかハ ートち ばク

ル ーズセミナー担当登043-223-4070 へ

常盤

平発

東部発

六実発

常盤

平

六

実
東部支

所版

常盤平支所

六実支所

東部

支所



第3 回 シ テ ィ ー ・ ミニ コ ン サ ー ド

日時…5月19日㈹午後O時15分～〇時45分

会場…市役所１階連絡通路

内容…戸邊祐子さん(メゾソプラノ)､徳川真

弓さん(ピアノ)による｢ラルゴ｣ほか

を演奏

費用…無料

※保育あり(事前に社会教育課へ、無料)

[閲社会教育課■C366―ﾜ462

ハ

ン

グ

ル

サ

ー

ク

ル

「
ハ

ル
ハ

ル

ク
ラ

ブ
」

隔
週
木
曜
日
午
後
１
時
3
0分
～
３

時
3
0
分
会
場
国
際
有
効
ル
ー
ム
（
文

化
ホ
ー
ル
内
）
　
講
師
千
葉
大
学
韓

国
人
留
学
生
　
費
用
月
三
千
円
（
入

会
金
千
円
）

翠

水
井

昔
莇
・
0
1
7
8

圜
高
橋
公
沺
・
3
6
1
5

木
彫
「
杉
の
会
」

毎
月
第
丁

三
金
曜
日
午
後
１
時

～
５
時
会
場
市
民
会
館
費
用
月

三
千
五
百
円
（
入
会
全
一
千
円
）

醫
飯
田
昔
3
8
1
・
9
0
7
5

0
4
1
0
へ

社

交
ダ
ン
ス
教

室

５
月
2
2日
出
午
後
７
時
～
９
時

会
場
矢
切
公
民
館
定
員
先
着
三
十

人
　
費
用
五
百
円

圃
当
日
会
場
で

醫
体
育
指
導
委
員
・
平
川

公
屁
・
０

り
乙

り

乙
｛

に
O
l
にａ

会

員

募

集

都
合
に
よ
り
会

場
等
は
変
更

に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

西馬橋の西沢さんご夫妻は

｢野菊のこみちに花や木を植え

て 、も っと整備されるといい

ですね｣と話していました。

松

戸

警

察
少

年

剣

友

会

毎
凋
①
木
曜
日
午
後
５
時
1
5
分
～

６
時
3
0分
②

土
曜
日
午
後
３
時
1
5分

～
５
時
会
場
松
戸
警
察
署
対
象

小
学
二
年
～
中
学
生
　
費
用
月
二
千

五
百
円
（
入
会
金
二
千
五
百
円
）

醫
平
野
昔
知
・
0
6
8
1

稔

台

剣

道

ス

ポ

ー
ツ

少

年

団

毎
週
月
曜
日
午
後
６
時
～
８
時
と

土
曜
日
午
後
５
時
丿
分
～
７
時

会

場
稔
台
小
学
校
体
育
館
　
対
象
小
学

生
　
費
用
月
千
五
百
円
（
入
会
金
千

円
）

技
　
対
象
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
人
　
費
用
千
五
百
円

圃
５
月
2
1日
次
ま
で
に
、
電
話
で
松

戸
市
な
ぎ
な
た
連
盟

・
野
口

公
3
4
5
・

市

民

体

育

祭

な

ぎ

な

た

大

会

５
月
2
3
日

㈲
正

午

か
ら
　

会
場
運

動
公

園

武
道
館
　

種
目

二

人

一
組
に

よ
る
演
技
競
技
・
個
人
戦
の
試
合
競

催

し

物

松

戸
子

ど

も
劇

場

「

わ
く

わ

く

さ
ん
と
作
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！
」

①
６
月
1
5日
天
午
後
２
時
～
２
時

5
0分

②
６
月
1
6日
水
午
後
５
時
～
５

時
5
0
分
会
場
①
市
民
会
館
②
新
松

戸
市
民
セ
ン
タ
ー
　
内
容
Ｎ
Ｈ
Ｋ
で

お
な
じ
み
で
大
人
気
の
わ
く
わ
く
さ

ん
の
工
作

づ
く
り

対
象
①

幼
稚
園

児
向
け
工
作
②
小
学
校
低
学
年
同
け

工
作
費
用
千
七
百
円
（
親
子
で
）

覬
松
戸
子
ど
も
劇
場
・
兼
松
昔
沺
・

9
1
5
4

（
昼
間
の
み
）

民

謡

大

会

５
月
1
6日
㈲
午
前
1
0時
～
午
後
６

時

会
場

市
民
会
館

内
容
民
謡
発

表
会
　
費
用
無
料

鵞
松
戸
民
謡
連
合
会
・
渋
谷
容
謡
・

「仕事と育児」両立支援セミナー

5月22日出午後1時30分～4時　会場女

性センターゆうまつど　内容働きながら

の子育てを考える　対象育児をしながら

慟いている。または、これから働こうと

思っている人　定員先着50人　費用無料

惠電話またはファックスで聯21世紀職業

財団千葉事務所登043-225-595911043-

225-2080 へ

市民ゴル フ競技大会

6月７日(月) 会場藤ケ谷カントリークラ

ブ( 沼南町) 定員男子の部＝先着150

人・女子の部＝先着50 人 費用4,000 円

(別にプレー費等約22,000円)

晤]5月16日(日)午前10

時 から、直接 松戸 市

体 育協会 事務 局( 運

動 公 園 内 ス ポ ー ツ

課) へ

[間松 戸 市 ア マ チ ュ

ア ゴルフ協会・小林

0365-4838

矢
切
と
葛
飾
柴
又
を
結
ぶ
矢
切
の

渡
し
は
、
ゴ
ー
ル

デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
期

間
中
、
多
く
の
家
族
づ
れ
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

船
で
矢
切
に
渡
っ
て
来
た
人
た
ち

は
、
江
戸
川
土
手
の
川
の
一
里
塚
や

田
園
風
景
の
広
が
る
野
菊
の
こ
み
ち

を
通
り
、
野
菊
の
墓
文
学
碑
・
坂
川

親
水
広
場
な
ど
で
楽
し

い
春
の
ひ
と

と
き
を
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

江

戸
川
か
ら
の
風

が
さ
わ
や
か
な

こ
の
季
節
。
ぜ
ひ
一
度
、
矢
切
を
訪

ね
て
み
ま
せ
ん
か
。

稔台文化祭日程表

な ん で も 相 談 日

5月23 日(日〉午前10 時30 分～ 午後3時 会

場 伊 勢 丹松 戸 店11 階 イレ ブ ン ス ポッ ト

相談内容法律・相 続・税金・不動産売買・

登 記・教育 ・建築 設計 ・デ ザイン( イン

テ リア 、カタロ グ) ・ 社会保 険・労働保

険 ・セ クハラ など　相談 担当 者弁護士 ・

税理士・司法書士・宅地建物取引主任者・

一 級建築士 ・土地 家屋 調査士 ・社会保 険

労務士 ・塾講師 ほか　費 用無料

[固松戸 商工会 議所S364 -3111

普通救命講習会

5月23日(日)午前9時30分～午後O時30分

会場消防局5階講堂　内容普通救命講習

(心肺そ生法・止血法) 定員先着50人

※修了者に普通救命講習修了証を交付

奈一時保育あり(2 歳以上就学前、おやつ

代等1人200円、要予約)

圉5 月17日㈹～21 日銜午前8時30分～午

後5時の間に、電話で消防局救急防災課

指導係0363-1111 内線216 へ

※身近な情報をお寄せください。

各コーナーは子どもたちに大人気

会員自慢の盆栽が並び ます

稔

台

文

化

祭

５ 月16 日( 日)～22 日( 土)は

春 季 行 政 相 談 強 調 週 間

国 ・県 およびＪ Ｒ・Ｎ 丁丁など の特

殊法人 に対し ての苦 情や要望 がありま

し たら 、お気軽に 行政相談委員 にご 相

談く ださ い。

相談 に関する秘 密は厳守さ れ 、費用

は無料 です。

定例 行政相談 …毎月第2 ・4 月曜日

時間…午後1時～3時

会場 …市役所本館2階の相談コーナー

行 政相談 委 員

氏 名 住 所 電 話

林 克忠 ニツ木8ﾜ 341-0801
和田 康男 松戸新田18の4 362-ﾜ853

渡来進太郎 高塚新田49の1 392-6234

瀧田 泰子 上本郷3ﾜ30 362-2683

佐藤 昌雅 金ヶ作343 38ﾌｰ18∠12

柴田 洋子 中金杉3の244 341-27 刀

圃市民相談室o366 ―「7319

矢
切
を
訪
ね
て
み
ま
せ
ん
か

「ふれあい・ひがし」祭り

「ふれあい・ひがし」祭りが、4月18日に新松戸東町会

で行われました。

この祭りは､地域の触れ合いと住みよいまちづくりを目

指して始められ、今年で9回目を迎えました・

会場の溜脇公園には、大勢の人が集まり、子どもたちは

焼そば・焼き鳥コーナーに大喜び。ビンゴゲームやもちつ

き大会、子どもみこしに歓声があがっでいました。

地域の触れ合いを深める１日となりました。

日 時 内 容

5/29fct二)・30(日)

午前9時～午後5時
書道・盆栽

6/ 4 銜 ～6(日)

午前9時～午後5時

油絵・水彩画

水墨画 一かな書道

・木版画

6/ 5山 一6(Eﾖ)

午前9時～ 午後5時
生け花

催
し
物

5/23(1日)

午後1時～5時
日本舞踊発表会

6/ 6(日)

午前9時30 分～午後6

時

囲碁大会　※

6/ 6(日)

午前10 時～午後3時

抹茶・せん茶お点

前

6/13 ⑧

午前10 時～午後ら時
芸能発表会

6/13(Eﾖ)

午後6時～9時
社交ダン スのタペ

会場…稔台市民センター

費用…無料（※は1,500円、昼食付き）
豐松戸市稔台文化団体連絡協議会・豊田

S364 ―5ﾜ02

５
月
2
3
日

㈲
か
ら

６
月
1
3
日

㈲
ま

で

、
稔

台
市
民

セ

ン
タ

ー
で
第
二

十

八

回
稔
台

文
化

祭
が
開
催
さ
れ
ま
す

。

文
化

祭
に

は
、
稔

台
文
化

団
体

連

絡
協
議

会
に
加

盟
し

て

い
る
約
三

十

団

体

が
参
加
し

ま
す

。

同
協

議
会
会

長

の
大
井

藤
一

郎
さ

ん
は

「
日

ご
ろ

の
活

動

の
成
果

を
発

表

す

る
場
と
し

て

、
春

ど
秋

の
年

二

回
、
文

化
祭

を
開
催

し

て

い
ま

す

。

皆

さ
ん

の
ご
来
場

を

お
待
ち

し
て

い
ま
す

」
と

話
し

て

い
ま

し
た

。

松 戸 発Nippon へ｢11 月16 日 を い い 色

の日に制定しよう!」を語りあうキ

ッ ク ・ オフ イ ベ ン ト

①6 月５日比午 後1時30 分～4 時30 分 〔雨

天 決行〕②6 月６日(日)午後1 時30 分～4 時30

分　 会場① 松 戸駅周辺 ② 女性 センタ ーゆ

うまつ ど　内容① 街 な かウオッ チング②

講演会 ＝｢ 景 観色 彩に 取り 組 むた めに｣ 、

学 習会＝ パ ネルデ ィスカ ッショ ン 『こ れ

から の色彩的 松戸 づくり』　 講師② 日本

色 彩 学会 環境 色 彩研 究会 ・ 永田 泰弘 氏 、

パネリスト＝地 元専 門家 ほ か　対象 市内

在住・在 勤・在学 の人　定 員各 先着40 人

費用①②各1,000円(資料代等)、小・中学

生無料

惠5 月25 日 ㈹〔必着 〕までに 、ファ ッ クス

また はハガ キで、住所 ・氏名 ・年齢 ・電

話 番号( あればファ ックス番号) ・参加希

望 イ ベン ト名 を記 入 して 、〒271-0075

松 戸 市小根 本7 の10 松戸 フ コ ク生命 ビル

見つ けよ ういい 色inまつ ど・松 戸の 色彩

を考 える会事務 局松戸 ま ちづ くり交 流室

(登366 ―6113M366 ―6112) へ

野 菊 の こ み ち

本庁

発

新松

戸発

本庁 新松

戸
矢切支所

版

●本庁(市役所地域振興課・広報課）

新松戸支所

矢切支所

矢切発

江戸川に心地よい風が吹いています
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